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研究成果の概要： 
 ネパールの予想される直下型地震に関わる防災検討を行い、次の成果を得た。住民の地震防

災意識アンケート調査により甚大な被害が予想される古い町並みに住む人々の防災意識が乏し

く、被害の増加に繋がることが確認された。カトマンズ盆地の電子地盤データベースを構築し、

動的解析の基礎資料を得た。世界文化遺産であるチャングナラヤニ寺院の立つ丘陵地の地すべ

り調査の結果、寺院の敷地近くまで崩壊前線が迫っていることが明らかになった。カトマンズ

盆地の 5 箇所に加速時計を設置し、地震動観測データが収録されつつあり、また、カトマンズ

に繋がる主要国道の地震時の地すべり危険箇所を明らかにした。地すべり危険箇所については

3000km2に渡るエリアについて GIS データベースとして整理している。 
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１．研究開始当初の背景 
 ネパールは世界最大の造山帯にあり、たび
たび大規模地震に見舞われている。前回の大
規模地震が発生して 70 年以上が経過してお
り、いつ地震に見舞われても不思議ではない。
建物は地震に弱いレンガブロックのものが
多く、また、地震に対する行政や地域の備え
もなされていない。そのため 4万人を超える
死者の発生も危惧されているほどである。カ
トマンズ盆地には、この 20 年程度で人口が

集中して 200万人を超えるとも住民が住んで
いる。社会基盤整備が追いつかず、地震防災
面では手つかずのまま都市域が拡大し、非常
に危険な状況となっている。また、カトマン
ズに繋がる主要道路も地震対策がなされて
いなくて、地震時には地すべりによる道路の
寸断が予想される。道路の寸断は救援に、復
旧に多大な障害となり、地震被害を増大させ
る要員となる。 
 この様な背景から、直下型の大規模地震に
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対しての地震防災の現状と課題ならびに今
後の防災展開について検討した。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、大規模地震による被害を軽
減するために、ネパールの各種地震防災の課
題の整理、現状把握、それから地震防災のた
めの各種データ把握（地盤情報収集と電子地
盤データベースの構築、崩壊危険斜面の抽出
と GIS データベース化、地震動データの把握、
住民の地震防災知識と意識の把握など）と世
界文化遺産であるチャングナラヤニ寺院な
どの地震発生時の安定性検討を目的として
いる。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を遂行するために、現地調査と
資料解析に基づく地震時の土砂災害危険斜
面の抽出と GIS データベース化、ならびにデ
ータベースを用いての危険度解析、カトマン
ズ盆地内の市民の地震防災意識アンケート
調査と結果分析に基づく避難行動解析、カト
マンズ盆地の既存ボーリング資料の収集と
データベース化、ならびに電子地盤図の作成、
カトマンズ盆地の常時微動解析、地盤試料を
用いた動的性質試験に基づく動的物性の把
握、カトマンズ盆地の 5 箇所に設置した高精
度加速度計に基づく地盤特性の把握、チャン
グナラヤニ寺院などの世界文化遺産の資料
収集と現地踏査、ならびに動的解析に基づく
地震時の安定性検討などを行った。 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、18 編の学会論文として
公表されている。また、この研究成果などを
総合して、ヒマラヤ地域地すべり・環境学会
（世界的規模）の設立を企画し、準備委員会
を立ち上げている。 
 得られた成果を箇条書きすると以下のよ
うになる。 
・カトマンズ盆地の地盤情報データベースの
構築と動的性質の把握を行った 

・カトマンズ盆地住民の地震防災意識をアン
ケート調査と解析により明らかにした 

・地すべり危険箇所の抽出と GIS データベー
ス化、ならびに危険度の解析結果を得た 

・カトマンズに通じる主要国道沿いの地すべ
り発生に伴う寸断の影響を検討した 

・チャングナラヤニ寺院の建つ山地の地すべ
り危険度解析、ならびに寺院の危険度判定
を行った 

・カトマンズ盆地の地震動観測ネットワーク
を構築した 
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